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高機能日本語ワードプロセッサの開発
Development ofan AdvancedJapaneseWordprocessor

OAグ)党序引二より,【+本譜ワードプロセッサに対する要求も多様化している｡な

かでも,グラフ,同形などが多く入った史書を作りたいという要求,ディスプレイ

匝j耐と印刷をより一致させマンマシン性を向+二させて欲しいという要求,印字品質

♂〕いっそうの向上,などが主なものであると巧▲えている｡

Fl本語ワMドプロセソサ｢ワードパル30+は,自111にグラフイ､ノクパタ【ンが描

けるビットマップ方式のナイスフ■レイとグラフィ ックコントロールCPUを置く こと

により前二つの要求にこたえ,後者の要求には拡張機能によ/ノてこたえようとする

ものである｡

その結果,高度なグラフ作成機能,レイアウト表ホ機能など特徴ある諸機能を,

似れたマンマシン惟をもって実.睨することかできた｡

l】 緒 言

OA(オフィスオートメーション)グ)急速な発嫉は,Llヰこ語ワ

ードプロセリサに対Lても利鞘者の拡大,対象業務の拡大と

いった形で,その機能のバリエーションを要求Lている｡H

立製作所では｢一本語ワMドフロセリサ｢ワ【ドパル20+,｢ワ

ーート､′りレ15+及び｢■ヮMドパル10+に対L,文吉の作成を基

本にしながらもグラフの作成や,｢パルカルク+による帳票作

成などの機能をエンハンスしてきた()二二に述べる rワート

パル30+は,より本格的なグラフグ)作成や凶形の描画を‾叶能

にL,またディスプレイとの対言.IをLトL､とLたマンマシン性

グ)向__卜を追求することによって,析Lい要求に応ずることを

LJrt勺とLて開ヲ己されたものである(図1)｡

本稿では,上記目的を達成するために用いた技術と,それ

によ一ノてもたらされた新たな機能について述べる｡
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図l 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル30+の外観 本体軌

ディスプレイ.入力部(キーボード,仮名タブレット)及びプリンタの四つのコ

ンポーネントから成っている｡
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8 ｢ワードパル30+の概要

2.1 ディスプレイ方式

匡12に文字を表示するキャラクタディスプレイと,図形を

表ホするビットマソ7し■ディスプレイの二つの典型的な方式で

の制御回路構成図を示す｡キャラクタ‾方式では表ホすべき‾文

字の‾文字符号をRM(リフレッシュメモリ)に書き込むことに

よって,真水制御回路がCG(キャラクタゼネレータ)て∵文字パ

ターンに変換して表示する｡CPU(マイクロコンビュ【タ)は

1文′子二当たリ4バイトの符号をRMに書くだけであるため,

i叫何の書替えは高速であるが,基本的には文字しか表示する

ことができか､｡ビットマッア方式では,ディスプレイの輝

点1トソトに1ビットが対_応するど､ソトマップメモリがある｡

CPUは表示する文字パターンをCGから読み,ビットマップ

メモリに書き込む｡表示パターンの形成をCPUが行なうため,

文字パタ【ンの拡大や細かけ,グラフパターンの表示いけ能

である｡Lかし,1‾丈キニ当たり約100バイト♂)書込みを必要と

するため低速である｡

表1に,ビットマ､ソプ方式と,キャラクタ方式をグラフ,

凶形の去ホが可能なように改良した方式3種を比較した｡

キャラクタノJ式改良案はいずれもキャラクタ方式か鹿本に

あるため,図形,グラフ,けい線,網かけに制限かあったり,

不可能であったりする｡またキャラクタ方式改良案のメモリ

サイクル時間は,半角‾文字(普通の文字の半分の幅の文丁子ニで

あり,英･数記号を用意している｡)の幅(ここでは12ビット)

で決定されるか,ビットマップ方式では,ビ､ソトマップメモ

リを読み出すビット幅を広げる(ここでは16ビットとしてい

る｡)ことによって,半角‾丈r‾川副二関係なくサイクル時間を決

定できる｡逆の見方をすれば,素子の性能で決まるサイクル

時間と,画面に表示する‾文字数を固定して考▲えたとき,ビッ

トマップ方式はディスプレイの垂直表ホ周波数を上げ,フリ

ッカ(ちらつき)の少ないl由面を実現することが可能になる｡

このことも日本語ワードプロセッサでのビットマップ方式の

大きな利点である｡

以上ク)検討により,本装置の表示‾方式は,痢面喜作えを高

*

日‾､上製作所多ぞて工場
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注:略語説明

CP〕(マイクロコンピュータ),CONT(表示制御回路)
RM(ljフレッシュメモリ),CG(キャラクタゼネレータ)

図2 ディスプレイ制御回路の方式 キャラクタ方式では,リフレッ

シュメモリに文字符号を書き込み,ビットマップ方式では,ビットマップメモ

リに文字パターンを書き込むことによって文字表示を行なう｡

表l表示方式の比較 グラフ,図形が表示可能な表示方式の比較を示

す｡ビットマップ方式(B方式)は,速度面でのエ夫が必要であるが.他の面で

は優れている｡

‾方 式
B方式*

B*/C** B㌧/C** C*♯領‡或
項 目

､--＼ 重畳方式 切換方式 書替え方式

図形,グラフと文書の混合表示 可 可 不可 可…♯

けい線.網かけ,拡大文字の表示 可 可暮** 不可 】可***

より豊富な表現への発展性 可 不可 不可 不可

メモリサイクル時間(比)**ヰ* l 0.7 0.7 0.7

画面スクロール速さ 中速 中速;高速 中速

画面着替え速さ 低速 中速 高速 低速

総 合 評 価 ◎ ⊂) × (⊃

注:* ビットマップ方式

** キャラクタ方式

*** プログラムの負担が比j較的大

**** サイクル時間の大きいほうが画面のフリッカ(ちらつき)を抑える

ことができる｡

速化したビットマップ方式が適当であると判断した｡

2.2 構 成

図3に｢ワードパル30+の構成を示す｡ピッ'トマップメモ

リは,ディスプレイ画面の点がメモリの1ビットに対応する

記憶部である｡128kバイトの容量をもち,ディスプレイ画面

の約1.4画面分の容量である｡グラフィックコントロールCPU

は,グラフィックパタ【ンの発生と,文字パターンやグラフ

ィ ックパターンのビットマップメモリへの書込みを制御する

ものである｡メインCPUとはバスを独立させ,バスの競合に

起因する処理速度の低下を防いでいる｡

ディスプレイ制御部は,ビットマップメモリの中の指定さ

れた範囲をティス70レイに表示する機能をもっている｡表示

範囲はグラフィックコントロールCPUから指定できるので,

画面の上下･左右スクロールを高速化するのに有効である｡

グラフィックコントロールCPUと,ディスプレイ制御部の表

示範囲指定機能は,画面制御が低速であるというビットマッ

プ方式の欠点を補っている｡

また,本装置は2種のマスクROM(Read Only Memory)化

されたCG(文字パターンメモリ)をもっている｡CGlは,過
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注:略語説明

CGl(キャラクタゼネレータ1)

CG2(キャラクタゼネレータ2)
WM(ウインドウメモリ)

MFD(ミニフロッピーディスク)
MFD CE(ミニフロッピー制御部)
JIS KB(+lS形キ≠ボード)

仮名TB(仮名タブレット)

ディスプレイ

ASF

60cps

lNS

60cps

400PS

KB CE(キーボード制御部)
PRT CE(プリンタ制御部)
ASF(自動給紙機構)

lNS(インサータ)

OPS(Character per second)

図3 ｢ワードパル30+の構成 メインCPUとグラフィックコントロール

CPU間のデータ.コマンドの授受はウインドウメモリを介Lて行なわれる｡二

つのパスをもつことによって,パスの競合から起こる速度の低下を防いでいる｡

常の文字表示及び印刷に用いられる1文字を24×24のドット

(点)で構成したものであり,CG2は,次に述べるレイアウト

表示用のもので1文字を8×8のドットで構成したものであ

る｡いずれも,JISに定められた第1水準の漢字と記号類の

計約4,000字を記憶している｡

2.3 特徴的な機能

2.3.1 レイアウト表示機能

レイアウト表示とは,ディスプレイ画面で印刷仕上がりを

チェックするために,文字,図,表などを縮小して表示する

ものである｡図4にその例を示す｡本装置のレイアウト表示

は次のような特長をもっている｡

(1)ほほ､A3サイズ横長の文書まで1画面に表示できる｡B4,

A3サイズを縦長に使用したときには,スクロールによって

全体をチェックする｡

(2)用紙に対する余白や,文字間隔,行間隔は美しい文書を

作成するために種々の変更がなされるが,それらも最終的な

印刷のイメージで表示する｡

(3)文字は8×8トソトで表示される｡したがって,仮名,

英･数字や画数の少ない漢字はレイアウト上で十分認識でき

るため,文章_Lの位置を的確に把握することができる｡

(4)図形,グラフなどの入った文書も印刷イメージで表示する｡

2.3.2 グラフ作成機能

本装置はビジネスでよく使用される折れ線グラフ,積み重

ね棒グラフ,比較棒グラフ,帯グラフ,円グラフを作成する

機能をもっている｡作成,更新,移動,複写,消去の五つの



図4 レイアウト表示例 グラフ入りのA4サイズ文書を表示したものである｡

グラフ作成

複 写

対象グラフ

の 指 示

複写先位置

の 指 定

移 動

対象グラフ

の 指 示

移動先位置

の 指 定

作 成

グラフサイズ

の 指 定

位置の指定

更 新

対象グラフ

の 指 示

グラフ形式 王 タイトル,数値
の設定,変更 :の入力,変更

削 除

対象グラフ

の 指 示

処理実行

図5 グラフ作成の手順 [二ニコ内の操作は.レイアウト表示画面(図

4)上で行なう｡処理を実行すると,画面には図6に示すように,作成･変更後

のグラフが表示される｡

図6 グラフの表示例 比較軸グラフの表示例を示す｡
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某本機能がある｡図5にグラフ作成の手順を示し,図6に作

成した画面を,図7に印刷した例を示す｡グラフ作成に関し

て次のような特長をもっている｡

(1)グラフのサイズは3種用意されていて,選択ができる｡

(2)サイズの指定,位置の指定,変更の対象となるグラフの

指定などは,図4のレイアウト表示画面上で行なうことがで

きる｡

(3)5構成×12項目までのグラフが作成できる｡

(4)いったん作成したグラフは,タイトル文字や数値はもち

ろんグラフの形式も変更して,新たなグラフが作成できる｡

2.4 主な仕様

主な仕様を表2,3に示す｡｢ワードパル30+で新たに追加

された概能には,歩このようなものがある｡

(1)一括選択

仮名洪′手二変換による入力操作で,複数の変換候補からの選

択を速歩こ行なわず,区切りのよい箇所でまとめて選択を行な

う方法である｡思考の中断なく入力できるので,文吉起案者

が入力する場合に適する｡

(2)ル ビ

ふり仮名のことである｡平仮名,H▲佃名の2種が用意され

回転体の運動の法則

1.鼓盤圭ニA之上

固体がYY'を軸として角速度uで回転しているとき､固体をYY′ よ

り連破r‥ r之,r｡‥‥に照査m‥ m之,m｡‥･･の常点の集合体とみ

なすと固体の回転運動のエネルギ"は

1 1

E=‾mlVIZ＋首m之Ⅴ之ど＋…2

1 1

=-U3(皿1P.7＋m2rヱ2＋･‥‥･)=-Ⅰ山ヱ
2 2

m.rlヱ＋m之r之～＋‥･‥･を1とおき思惟モーメントという｡回転

体が回乾するときの硬性の大小を表す｡

2,捜転換旦盈象鼻盈募

債惟モーメントⅠの回も体にカのモーメントⅤを加えるとき,生ずる角

加速度をβとすると､次の関係がある｡

X三Ⅰβ

a･隻魚迦運慶漫艶吸盤星

始めの角速度申‥t秒後の角速度り,角加速度β,t秒間の回転角を8と

すると

1

0望UQ＋βt 8=u¢t＋すβt講 心2=り｡之＋2β伊

tl学年 忘2学年 03学年

薫l芸

0
0
禰

餌

細

4
0
細

部

柑

0

'′-+

｢1

A君 B君

成績の推移

図7 文書印刷例 図4に表示された文書を印刷Lたものである｡
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表2 ｢ワードパル30+の仕様川
ハードウェア仕様及び入力方式の仕

様を示す｡

項 目 キーボード 仮名タブレット

入 力 部 JIS準拠仮名キーボード ペンタッチ50書配列

ディスプレイ

-とlニ

方 式

141nモノクロ.チルト/スイヘル構1豆

ビットマップ方式,l′088×705ドット

文 字 24×24ドット文字,41字×22行

表示の種類
全角文字,半角文字,倍角文字.けい線(8種),

網かけ(5種),グラフ,図形,レイアウトなど

フ ァ イ ル
種 菜頁 5.25inフロッピー,l.6Mバイト

文書容量 175ページ･A4

プリ ン タ

方 式 24ピン,ワイヤドット

印字速度 60字/秒.40字/秒

用紙サイズ A3,A4,A5及びB4,B5の5種類

用紙i造 り
手巻き,連続紙機構,インサータ,自動給紙機

構のいずれか｡

入 力

方 式
仮名漢字変換(ローマ字可)

連想(2ストローク)入力
イ反名漢字変換

変換方式 文節指定による文法処王里,逐次/一括選択

学習方式 前回使用優先方式

辞 書 基本辞書35′000語,ユーザー辞書15′000語

ている｡

(3)半 改行

行送りを通常の÷にする機能である｡分数式の表現を容易
にし,また,表のタイトルを二つの行の中央に書く ときなど

に用いる｡

(4)細 か け

表のタイトル部や,文章中の強調したい部分グ)背景に綱点

を付けることである｡子炎ノた,濃点など5種の綱パターンか用

意されている｡

(5)4倍文字

特に強調したい‾文字を,縦横とも2倍サイズの文字にする

ことである｡

(6)全文対象

文書中にある指定の語句に対し,一括して削除,訂正など

の操作を加えることである｡前記の綱かけや4倍文字への操

作を指示すると,文書中の強調したし､語句に一斉に網をかけ

たり,4倍文字にすることもできる｡

(7)均等割付け

語句の両端位置を指定し,中の文字をその間に均等に配列

して印刷することである｡人名や企業名の碑j端をそろえて,

美しい文書を作成することができる｡

(8)簡易図形作成

円,長方形,フローーチャートに使われる図形など,登蝕さ

れた図形を呼び出し,サイズを指定し,直線･円弧で結び,

簡単な図形を作成する機能である｡本機能は更に,エンハン

スL,機能･操作性の向上を計画している｡

(9)二状態表示

人力した文字数やフロソピーの残谷量など,その時々の一状

態を知らせる機能である｡

2.5 拡張性

前記のように日本語ワードプロセッサは,市場の拡大とと

もに機能に対する要求もまた増えている｡本装置は,将来要

求の強くなってくるであろう と思われる機能を組み込むこと

26

表3｢ワードパル30+の仕様(2) 文書の作免編集に関する仕様を示

す｡

項 目 仕 様

使 用 文 字 種 +lS第l水準,第2水準を含む7′12】字

書 式
用紙設定,上下･左右余白設定,文字間隔･行間隔設定.

縦書きt横書き設定.】設組み設定

画 面 制 御
上下･左右スクロール,文頭,文末,前ページ,次ページ,

ページ指定

定 型 句 220句(うち】2句はセーブ･リコールとLて利用)

挿入,訂正,削除,字削除,後退,移動,複写,探索,

編 集
､右寄せ,センタリング,全文対象,均等割付枠あけ,

タブ,インデント 全角,半角,倍角.4倍角,ルビ,

半改行.網かけ,書式変更,状態表示,フロック編集

け い 線
実線,点線,破線,一点鎖線の音大･細の計8種

移動,複写,呼出しが可能

計 算 四則演算を,数値指定,累計.表の各々で行なう｡

ソート/セレクト 編集中の表を対象とする一致･範囲･マスキング検索可

グ ラ フ
積み重ね棒,比較棒,折れ線,帯,円の5種

.更新,移動,複写が可能
レイアウト表示

並

オ

縮小による印刷イメージ表示

行 処 理 印刷と編集の並行処理可能

プ シ ョ ン 帳票作成プログラム｢パルカルク+,図形作成プログラム

ができるように,拡張性に考慮を二払っている｡本体ユニット

に1校グ)オプション回路基板を実装する余裕をもち,更に本

体ユニlソトの底部からバスラインを引き出すことができるよ

うに設計してある｡オプション制御きょう体は,本体ユニッ

トと同一寸法とL,これを本体ユニットの下に機械自勺,電気

的に接続する｡ここには,5.25inの固定形磁気ディスク1≠‡

と,4校のオフ■ション制御回路基板を実装することを想定L

ている｡二れら拡張ユニ､ソトについても順二大開発の予定であ

る｡

(1)

(2)

拡張を検討している機能には次のようなものがある｡

より高度な図形作成を支]蓑するための座標′た指示装置

作成文書を統一的に管理するための固定形石義気ディスク

装置

(3)高品質な印刷を得るためのレーザビームプリンタをはじ

めとする各椎プリンタ

(4)ローカルエリアネットワーク,ファクシミリなど異種OA

機器との接続

田 結

ビットマップ方式のディスプレイ と,グラフィ ックコント

ロ【ルCPUを備えた高機能日本語ワードプロセッサを開発し

た｡これらノ､-ドゥェア,ソフトウェアの装備によって,グ

ラフ作成などの新機能と,親切で忠実な画面表示によるマン

マシン性の向上を達成することができた｡

より高機能化した日本語ワードプロセッサは,一方でより

改良されたマンマシン性を要求する｡今後は更に強力なグラ

フィ
ックコントロールCPUの開発によって,これらニーズに

こたえてゆく考えである｡
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